
第３５６号 ２０２６年（令和８年）　６月１０日（水曜日）（平成９年 11 月５日第３種郵便物認可）（１５）

　

前
回
も
述
べ
た
通
り
、
老
後
の

収
入
を
増
や
す
方
法
の
一
つ
は
、

働
き
続
け
る
こ
と
だ
。

　

だ
が
、
働
き
続
け
な
が
ら
年
金

を
も
ら
う
際
、「
給
料
」
と
「
年

金
」
の
合
計
額
が
一
定
の
基
準
額

を
超
え
る
と
、
年
金
の
一
部
ま
た

は
全
額
が
支
給
停
止
さ
れ
る
「
在

職
老
齢
年
金
」
と
い
う
制
度
が
あ

り
、
注
意
が
必
要
だ
。

　

本
稿
で
は
、
働
き
続
け
な
が
ら

も
年
金
を
満
額
で
も
ら
え
る
給
料

上
限
額
を
知
る
た
め
の
勘
所
を
説

明
す
る
。

在
職
老
齢
年
金
と
は
何
か

　

在
職
老
齢
年
金
と
は
、
60
歳
以

降
も
会
社
な
ど
で
厚
生
年
金
に
加

入
し
な
が
ら
働
く
人
が
受
け
取
る

老
齢
厚
生
年
金
の
こ
と
だ
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば
、「
働

き
な
が
ら
年
金
を
受
給
す
る
高
齢

者
に
つ
い
て
、
一
定
額
以
上
の
報

酬
の
あ
る
方
は

年
金
制
度
を
支

え
る
側
に
回
っ

て
い
た
だ
く
と

い
う
考
え
方
に

基
づ
き
、
年
金

の
支
給
額
を
調

整
す
る
仕
組
み
」
と
の
こ
と
だ
。

　

２
０
２
５
年
の
年
金
制
度
改
正

法
に
基
づ
き
、
本
年
４
月
よ
り
年

金
が
支
給
停
止
に
な
る
基
準
額

（
給
料
と
老
齢
厚
生
年
金
の
合
計
）

が
月
51
万
円
か
ら
65
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
。

　

平
均
寿
命
・
健
康
寿
命
が
延
び

る
中
で
、
働
き
続
け
る
こ
と
を
希

望
す
る
高
齢
者
の
活
躍
を
後
押
し

し
、
よ
り
働
き
や
す
い
仕
組
み
と

す
る
こ
と
が
、
今
回
の
見
直
し
の

趣
旨
と
の
こ
と
だ
。

年
金
支
給
停
止
の
基
準
額

　

働
い
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

必
ず
年
金
が
減
ら
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。
基
準
と
な
る
の
は
、
次

の
１
お
よ
び
２
の
合
計
額
だ
。

　

１
：
基
本
月
額
（
老
齢
厚
生
年

金
の
「
報
酬
比
例
部
分
」
の
月
額
）

　

２
：
総
報
酬
月
額
相
当
額
（
毎

月
の
給
料
＋
直
近
１
年
間
の
賞
与

を
12
で
割
っ
た
額
）

　

１
の
老
齢
厚
生
年
金
の
「
報
酬

比
例
部
分
」
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
る
「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
で
確
認
で
き
る
。
ね
ん
き

ん
定
期
便
の
「
老
齢
厚
生
年
金
」

の
欄
に
（
報
酬
比
例
部
分
）
の
年

額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

れ
を
12
で
割
っ
た
数
値
と
な
る
。

　

１
お
よ
び
２
の
合
計
額
が
「
基

準
額
」
を
超
え
た
場
合
、「
超
え

た
分
の
半
額
の
年
金
」
が
支
給
停

止
に
な
る
。
基
準
額
は
、
物
価
や

賃
金
の
変
動
に
応
じ
て
年
度
毎
に

改
定
さ
れ
る
。
本
年
度
（
２
０
２

６
年
４
月
以
降
）
か
ら
は
月
額
65

万
円
と
な
っ
て
い
る
（
表
）。
前

年
度
ま
で
に
比
べ
、
大
幅
な
引
き

上
げ
と
な
っ
て
い
る
。

支
給
停
止
に
な
ら
な
い

給
料
上
限
を
知
る

　

例
え
ば
、基
本
月
額
が
13
万
円
、

総
報
酬
月
額
相
当
額
が
57
万
円
の

人
の
場
合
、
表
に
記
載
の
計
算
式

に
従
え
ば
、
支
給
停
止
額
は
（
13

万
円
＋
57
万
円
―
65
万
円
）
÷
２

＝
２
・
５
万
円
と
な
る
。
こ
の
場

合
、
本
来
13
万
円
も
ら
え
る
は
ず

の
老
齢
厚
生
年
金
は
、
２
・
５
万

円
が
差
し
引
か
れ
、
10
・
５
万
円

と
な
る
。

　

老
齢
基
礎
年
金
が
月
額
５
・
８

万
円
と
す
る
と
、
こ
れ
は
支
給
停

止
の
対
象
外
の
た
め
、
実
際
の
老

齢
年
金
支
給
額
は
、
月
額
５
・
８

万
円
＋
10
・
５
万
円
＝
16
・
３
万

円
と
な
る
。

　

以
上
よ
り
、

月
の
収
入
は
給

料
57
万
円
＋
老

齢
年
金
16
・
３

万
円
＝
73
・
３

万
円
と
な
る
。

　

本
来
も
ら
え
る
は
ず
の
老
齢
厚

生
年
金
13
万
円
を
満
額
も
ら
う
た

め
に
は
、
26
年
度
の
場
合
、
65
万

円
―
13
万
円
＝
52
万
円
が
給
料
上

限
と
な
る
。

　

こ
の
要
領
に
な
ら
っ
て
、
ご
自

身
で
働
き
な
が
ら
年
金
を
も
ら
う

場
合
に
年
金
を
支
給
停
止
さ
れ
な

い
給
料
上
限
額
を
確
認
し
て
お
く

と
よ
い
。働
き
続
け
る
場
合
で
も
、

せ
っ
か
く
も
ら
え
る
年
金
を
満
額

も
ら
い
た
い
人
は
多
い
は
ず
だ
。

注
意
点
１
：
年
金
を「
繰
り
下

げ
て
」い
て
も
対
象
に
な
る

　

仮
に
在
職
老
齢
年
金
の
基
準

（
給
料
と
年
金
の
合
計
が
月
65
万

円
）
を
超
え
て
お
り
、
本
来
な
ら

「
月
５
万
円
支
給
停
止
」
に
な
る

働
き
方
を
し
て
い
た
場
合
、
年
金

受
給
を
繰
り
下
げ
て
い
て
も
、
そ

の
「
５
万
円
分
」
に
は
月
０
・
７
％

の
増
額
制
度
は
適
用
さ
れ
な
い
。

　

支
給
停
止
を
免
れ
た
「
残
り
の

金
額
」
に
対
し
て
の
み
、
増
額
率

が
加
算
さ
れ
る
ル
ー
ル
の
た
め
注

意
が
必
要
だ
。
こ
れ
は
厚
生
年
金

保
険
法
第
44
条
の
３
第
４
項
で
定

め
ら
れ
て
い
る
。

注
意
点
２
：
働
き
方
に

よ
っ
て
は
対
象
外
に
な
る

　

在
職
老
齢
年
金
の
対
象
と
な
る

の
は
、
あ
く
ま
で
「
厚
生
年
金
に

加
入
し
て
」
働
く
場
合

だ
。
こ
の
た
め
、
次
の

場
合
、
年
金
は
支
給
停

止
に
な
ら
な
い
。

　

①
厚
生
年
金
に
加
入

し
な
い
範
囲（
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
の
短
時
間

労
働
な
ど
）
で
働
く

　

②
個
人
事
業
主
（
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
）
と
し
て

働
く

　

③
会
社
役
員
だ
が
報

酬
ゼ
ロ
、
ま
た
は
厚
生

年
金
の
適
用
外

第230回

年
金
を
満
額
で
も
ら
え
る

給
料
上
限
額
を
知
っ
て
お
く

表　年金支給停止の基準額と計算式
2022年度 （令和4年度） 47万円

2023年度 （令和5年度） 48万円

2024年度 （令和6年度） 50万円

2025年度 （令和7年度） 51万円

2026年度 （令和8年度） 65万円

支給停止額（月額）
＝（基本月額＋総報酬月額相当額－基準額）÷2

　

同
社
は
、
教
育
部
門
と
し

て
「
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
＋
Ｅ
カ

レ
ッ
ジ
」
を
社
内
に
置
く
。
福

祉
用
具
専
門
相
談
員
は
入
社

後
、
▽
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
沿
っ

た
業
務
学
習
▽
社
内
の
福
祉
用

具
講
習
「
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
＋

Ｊ
ｒ
（
カ
レ
ッ
ジ
ジ
ュ
ニ
ア
）」

▽
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強
会
「
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
（
カ
タ
ロ
グ
）」

▽
現
場
同
行
後
の
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
「
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
（
ク
レ

ス
ト
）」
―
―
を
並
行
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
試
験
に
合
格
す
る
と

在
宅
の
現
場
に
出
て
福
祉
用
具

選
定
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と

る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
中
に

は
、
自
作
の
応
援
う
ち
わ
を
手

に
客
席
か
ら
エ
ー
ル
を
送
る
姿

も
。「
困
難
事
例
の
相
談
を
す

る
と
、
生
活
面
や
医
療
面
、
リ

ハ
ビ
リ
な
ど
様
々
な
視
点
で
福

祉
用
具
を
提
案
し
て
く
れ
る
誠

実
な
職
員
だ
っ
た
の
で
駆
け
付

け
ま
し
た
」。

　

篠
本
社
長
は
「
質
の
高
い
福

祉
用
具
専
門
相
談
員
を
育
成
す

る
こ
と
は
、
地
域
の
利
用
者
の

望
む
生
活
を
支
え
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。
こ
れ
か
ら
も
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
方
々
と
連
携
し
な

が
ら
、
地
域
に
根
差
し
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
心
掛
け
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

ぞ
れ
30
点
満
点

で
評
価
す
る
。

　

優
勝
し
た
の

は
横
浜
営
業
所

の
志
野
優
斗
さ

ん
。
篠
本
社
長

よ
り
賞
金
10
万

円
が
贈
ら
れ

た
。
転
倒
の
発

生
状
況
に
つ
い

て
ケ
ア
マ
ネ
50

人
に
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ

て
お
り
、
取
組

み
の
重
要
性
が
伝
わ
る
点
、
転

倒
予
防
と
し
て
用
具
の
提
案
だ

け
で
は
な
く
、
適
切
な
用
具
活

用
が
で
き
て
い
る
か
を
再
分
析

す
る
こ
と
の
重
要
性
も
伝
え
て

い
る
点
、
そ
し
て
話
が
簡
潔

で
、
ハ
キ
ハ
キ
し
て
聞
き
取
り

や
す
い
点
な
ど
が
評
価
ポ
イ
ン

ト
だ
っ
た
。

　

新
人
教
育
の
場
と
し
て
の
開

催
だ
っ
た
が
、
参
加
し
た
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
は
「
本
当
の

勉
強
会
の
よ
う
に
役
立
つ
情
報

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
」「
知
ら

な
か
っ
た
福
祉
用
具
や
、
利
用

者
に
お
す
す
め
し
た
い
機
能
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
絶
賛

す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
新
人
職
員
が
担
当
す

　

勉
強
会
で
は
、

各
人
が
選
ん
だ
▽

転
倒
を
防
ぐ
福
祉

用
具
の
実
践
活
用

▽
安
全
な
移
乗
支

援
▽
誤
嚥
を
防
ぐ

福
祉
用
具
活
用
▽

正
し
い
お
む
つ
の

使
い
方
―
―
な
ど

に
つ
い
て
15
分
で

プ
レ
ゼ
ン
し
た
。

　

福
祉
用
具
プ
レ

ゼ
ン
で
は
そ
れ
ぞ

れ
提
案
す
る
用
具

を
決
め
、
実
機
や
チ
ラ
シ
を
用

い
な
が
ら
想
定
さ
れ
る
利
用
者

像
、
福
祉
用
具
の
使
い
方
と
ポ

イ
ン
ト
等
を
３
分
間
で
説
明
し

た
。

　

発
表
は
▽
声
の
ト
ー
ン
や
大

き
さ
▽
商
品
の
ポ
イ
ン
ト
の
わ

か
り
や
す
さ
▽
個
性
や
強
み
を

感
じ
、
印
象
に
残
る
営
業
か
ど

う
か
▽
チ
ラ
シ
の
わ
か
り
や
す

さ
▽
勉
強
会
の
内
容
は
よ
か
っ

た
か
―
―
な
ど
を
基
準
に
そ
れ

Ｎ
Ｇ
（
カ
レ
ッ
ジ
キ
ン
グ
）」

を
開
催
し
、
社
内
外
の
参
加
者

に
自
身
の
成
長
を
披
露
す
る
。

　

５
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
カ

レ
ッ
ジ
キ
ン
グ
２
０
２
６
に
は

地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
50
人

の
ほ
か
、
福
祉
用
具
メ
ー
カ
ー

ら
が
参
加
。
６
人
が
出
場
し
、

「
地
域
の
専
門
職
向
け
を
想
定

し
た
勉
強
会
」
と
「
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
向
け
た
福
祉
用
具
プ

レ
ゼ
ン
」
を
披
露
し
た
。

が
で
き
る
。
研
修
開
始
か
ら
合

格
ま
で
半
年
か
ら
１
年
程
度
か

か
る
。

　

カ
レ
ッ
ジ
ジ
ュ
ニ
ア
で
は
▽

ベ
ッ
ド
・
車
い
す
の
基
礎
知
識

▽
車
い
す
の
選
定
▽
Ｏ
Ｈ
ス

ケ
ー
ル
に
基
づ
い
た
床
ず
れ
防

止
用
具
の
選
定
▽
16
疾
病
の
概

要
と
高
齢
者
へ
の
影
響
▽
人
間

工
学
―
―
な
ど
を
習
得
。
そ
の

後
、
学
習
内
容
を
活
か
し
た
福

祉
用
具
選
定
が
で
き
る
か
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
テ
ス
ト
を
行

い
、
合
格
す
る
と
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
進
む
。

　

カ
タ
ロ
グ
は
、
各
福
祉
用
具

の
商
品
を
事
前
に
調
べ
、
自
ら

発
表
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強

会
。
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ

と
で
福
祉
用
具
の
知
識
を
深
め

る
。地

域
ケ
ア
マ
ネ
へ

提
案
力
発
信

　

入
社
１
年
後
に
は
福
祉
用
具

専
門
相
談
員
の
提
案
力
を
鍛
え

る
社
内
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
大

会
「
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
＋
Ｋ
Ｉ
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強
度
行
動
障
害
の
状
態
に
あ

る
自
閉
症
の
人
た
ち
の
暮
ら
し

の
場
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う

な
選
択
肢
が
考
え
ら
れ
る
。

　

１
つ
は
家
族
と
の
同
居
生
活

の
継
続
だ
。
基
本
的
に
親
が
本

人
の
暮
ら
し
を
支
え
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
親
の
高

齢
化
や
本
人
の
行
動
障
害
の
状

態
が
激
し
く
な
る
と
同
居
生
活

は
次
第
に
難
し
く
な
る
だ
ろ

う
。
前
回
指
摘
し
た
「
待
機
障

害
者
」が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
。

　

も
う
１
つ
の
暮
ら
し
の
場
が

入
所
施
設
だ
。
戦
後
長
く
全
国

各
地
に
障
害
者
入
所
施
設
が
整

備
さ
れ
、
親
亡
き
後
の
受
け
皿

と
し
て
も
機
能
し
て
き
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
２
０
０
０
年
代

に
入
り
支
援
費
制
度
導
入
か
ら

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に

か
け
て
、
国
は
新
た
な
入
所
施

設
は
作
ら
な
い
方
針
に
大
き
く

舵
を
き
っ
た
。
入
所
施
設
か
ら

の
地
域
移
行
も
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
、
２
０
１
３
年
、
13
万

４
千
人
い
た
施
設
入
所
者
が
、

２
０
２
２
年
に
は
12
万
５
千
人

に
減
少
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
重
要
な
事
実
は
、
施

設
入
所
者
の
う
ち
障
害
支
援
区

分
１
〜
４
の
人
た
ち
は
大
き
く

減
少
し
た
一
方
、「
区
分
５
は

８
・
９
％
減
少
と
な
っ
て
い

る
。
区
分
６
は
39
・
４
％
増
加

と
な
っ
て
い
る
」
点
だ
。
つ
ま

り
重
度
の
障
が
い
の
人
た
ち
は

入
所
施
設
に
居
続
け
、
さ
ら
に

新
た
に
施
設
に
入
っ
て
き
て
い

る
。

　

そ
の
結
果
、
重
度
の
障
が
い

の
人
た
ち
ほ
ど
施
設
に
滞
留

し
、「
50
歳
以
上
60
歳
未
満
に

つ
い
て
は
11
・
２
％
増
加
、
65

歳
以
上
に
つ
い
て
は
37
・
１
％

増
加
と
な
っ
て
い
る
」。入
所
施

設
に
い
る
障
が
い
者
は
ど
ん
ど

ん
重
度
化
・
高
齢
化
し
て
い
る
。

生
活
が
難
し
く
な
り
、
ア
パ
ー

ト
で
の
独
り
暮
ら
し
に
切
り
替

え
て
、
重
度
訪
問
介
護
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
い
る
当
事
者
が

何
人
か
い
る
。

　

数
名
の
ヘ
ル
パ
ー
が
入
れ
代

わ
り
立
ち
代
わ
り
本
人
の
ア

パ
ー
ト
に
行
き
、
食
事
や
入
浴

の
介
助
を
お
こ
な
う
。
夜
間
は

別
室
に
ヘ
ル
パ
ー
も
寝
泊
ま
り

し
て
見
守
っ
て
い
る
が
、
こ
こ

で
も
地
域
生
活
の
質
が
問
わ
れ

る
。
周
囲
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避

け
る
よ
う
に
、
ア
パ
ー
ト
の
中

で
隔
離
さ
れ
た
よ
う
な
暮
ら
し

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
も
ま
た
地
域
生
活
と
言
え

る
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
と
こ
ろ

が
あ
る
。

　
【
参
考
資
料
】

　

▽
社
会
保
障
審
議
会
障
害
者

部
会
「
成
果
目
標
に
関
す
る
参

考
資
料
」（
厚
生
労
働
省
、
２

０
２
３
年
１
月
）

https://www.mhlw.go.jp/co
ntent/12201000/001227111.
pdf

　

▽
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報

酬
改
定
検
討
チ
ー
ム
「
共
同
生

活
援
助
に
係
る
報
酬
・
基
準
に

つ
い
て
《
論
点
等
》」（
厚
労
省
・

こ
ど
も
家
庭
庁
、
23
年
10
月
）

https://www.mhlw.go.jp/co
ntent/12401000/001159437.
pdf

状
、
区
分
５
、
６
の
入
居
者
の

利
用
割
合
が
５
割
、
40
歳
以
上

が
６
割
を
超
え
て
い
る
。

　

日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
で

は
、
入
居
者
は
日
中
も
ホ
ー
ム

の
中
で
過
ご
す
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
今
後
も
、
高
齢
で

重
度
の
障
が
い
者
が
日
中
サ
ー

ビ
ス
支
援
型
の
ホ
ー
ム
を
利
用

す
る
傾
向
が
続
く
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
こ
こ
で
は
通
所
の
機
会

が
制
度
上
必
須
な
わ
け
で
は
な

い
（
他
の
ホ
ー
ム
は
、
通
常
、

日
中
は
他
の
場
所
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
に
通
所
す
る
）。

個
別
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

が
、ホ
ー
ム
（
あ
る
い
は
居
室
）

の
中
に
ず
っ
と
居
る
よ
う
な
生

活
に
な
っ
て
い
る
な
ら
果
た
し

て
地
域
生
活
と
言
え
る
か
と
、

筆
者
は
疑
問
を
抱
く
も
の
だ
。

◇

　

そ
し
て
、２
０
１
４
年
よ
り
、

重
度
訪
問
介
護
に
つ
い
て
知
的

障
害
（
支
援
区
分
４
以
上
で
行

動
障
害
が
あ
る
場
合
）
も
利
用

の
対
象
と
な
り
、
暮
ら
し
の
場

の
第
４
の
選
択
肢
が
制
度
化
さ

れ
た
と
言
え
る
。
重
度
訪
問
介

護
と
は
、
ヘ
ル
パ
ー
が
自
宅
に

訪
問
し
24
時
間
対
応
で
日
常
生

活
や
外
出
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

筆
者
の
身
近
で
も
、
行
動
障

害
の
状
態
が
激
し
く
、
家
族
と

の
同
居
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

◇

　

３
つ
目
の
選
択
肢
が
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
（
共
同
生
活
援
助
）

だ
。
国
は
入
所
施
設
を
新
た
に

作
ら
な
い
代
わ
り
に
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
精
力
的
に
整
備
し

て
き
た
。
２
０
２
３
年
現
在
、

全
国
に
１
万
２
千
カ
所
以
上
、

入
居
者
数
は
約
17
万
人
。
今
で

は
施
設
入
所
し
て
い
る
人
よ
り

も
多
い
。
ホ
ー
ム
入
居
者
は
こ

の
10
数
年
で
４
倍
の
増
加
だ
。

　

だ
が
こ
こ
で
も
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
大
半
を
占
め
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
包
括
型
の
入
居
者
の

う
ち
、
区
分
５
、
６
が
占
め
る

割
合
は
22
％
程
度
に
留
ま
り
、

重
度
の
障
が
い
者
を
受
け
入
れ

る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
不
十
分

な
実
態
が
あ
る
。◇

　

２
０
１
８
年
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
種
類
に
、
日
中
サ
ー

ビ
ス
支
援
型
が
新
た
に
創
設
さ

れ
た
。
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型

は
、
重
度
化
・
高
齢
化
の
た
め

日
中
活
動
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用

す
る
こ
と
が
困
難
な
障
が
い
者

を
対
象
に
、
24
時
間
昼
夜
を
通

じ
た
介
護
等
の
支
援
を
提
供
す

る
ホ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。
現

強
度
行
動
障
害
の
あ
る
方
の
地
域
生
活
支
援
⑮

暮
ら
し
の
場
広
が
る
も
、支
援
の
質
に
課
題

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
閉
症
ｅ
ス
タ
イ
ル
ジ
ャ
パ
ン
理
事
長

中
山
清
司

現
場
最
前
線
の
今
230

イ
ー
ラ
イ
フ（
横
浜
市
）

専
門
性
高
い
用
具
提
案

ケ
ア
マ
ネ
・
メ
ー
カ
ー
と
地
域
一
体
で

篠
本
社
長
（
前
列
右
端
）、
志
野
さ
ん

（
前
列
右
か
ら
３
人
目
）

自作のうちわを手に、応援に駆け付けた
大葉さんの担当ケアマネジャーのみなさん

　

イ
ー
ラ
イ
フ
（
横
浜
市
、
篠
本
高
基
社
長
）
は
神
奈
川
、
東

京
で
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
を
運
営
、
福
祉
用
具
を
通
じ
て
利

用
者
の
暮
ら
し
を
支
え
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
専
門
職
集
団

を
め
ざ
し
て
い
る
。
商
品
知
識
や
制
度
理
解
に
加
え
、
利
用
者

の
生
活
課
題
を
見
極
め
る
力
、
家
族
・
介
護
職
と
の
連
携
力

を
重
視
し
た
独
自
の
社
員
教
育
を
進
め
、
専
門
性
の
高
い
福
祉

用
具
専
門
相
談
員
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

カレッジキングの様子

　ねんりんピックのメインイベント、全国1万
人規模の選手が参加する交流大会は今年、ス
ポーツ交流大会10種目、ふれあいスポーツ交
流大会16種目、文化交流大会4種目の計30種

目が、県内24市町に分かれて行われる。昨年
の岐阜大会からは1種目少なく、同じ種目が22
ある。
　今大会はラグビーワールドカップ2019、東

京オリンピック・パラリンピッ
ク2020のレガシーを次世代に
引き継ぐことが目標の一つ。
サッカーは東京オリンピック
と同じ埼玉スタジアム、ラグ
ビーフットボールはワールド
カップの試合が行われた熊谷
ラグビー場を使用する。
　38回目の大会で初めて種
目に入ったのが空手道（朝霞
市）とレクリエーションダン
ス（久喜市）。レクリエーショ
ンダンスは競技性が高いダン
ススポーツ（社交ダンス）と異
なり、簡単な説明で誰でもす
ぐに楽しめるカジュアルス
ポーツに位置付けられる。歌
謡曲や流行りの J-pop など好
みの音楽にあわせて振り付け
を構成し、自由度も高い。健
康増進や認知症予防を目的に
実施するシニア向けの教室も
ある。
　ねんりんピックでは「伝統
にとらわれず、好きな音楽に
合わせて楽しく踊る」が同種
目のコンセプト。服装も自
由。個人の部は指導者が示し
た振り付けをその場で覚え実
践する。70チーム・1,400人を
募集する。

創造と自由を楽しむレクダンス 初の交流種目に
ねんりんピック彩の国さいたま 2026年11月7日 （土） ～10日 （火）

ねんりんピック通信2026②ねんりんピック通信2026②

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
埼
玉

大
会
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト


